
 

２
０
０
４
年
度 

鏡
開
式 

 

 

塩
竈
・七
ヶ
浜 

鏡
開
式
を
お
楽
し
み
に 

 

今
年
も

早
い
も
の

で
稽
古
も

今

週

い
っ

ぱ
い
と
な

り

ま

し

た
。 今

年
を

ふ
り
返
っ

て
み
ま
す

と
、
総
裁

を
お
迎
え

し
て
の
第

１０
回
目
の

発
表
会
、
そ

し
て
宮
城
県

を
会
場
に
し

た
全
国
大
会

と
か
つ
て
な

い
忙
し
さ
だ

っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

来
年
に
つ

い
て
も
充
実

し
た
道
院
運

営
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
ス
タ
ー
ト
が
鏡
開
式

で
す
。
拳
士
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
家
族
・
親
戚

や
近
所
・
そ
し
て
お
友
達
等
、
多
数
お
誘
い
の
う

え
参
加
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
塩
竈
道
院
と
七
ヶ
浜
支
部
の
鏡
開
式
は
、

公
開
形
式
で
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
遠
慮
せ
ず

に
お
声
掛
け
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

良
い
お
歳
を
お
迎
え
下
さ
い
。
元
気
で
鏡
開
式

に
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

 ２
０
０
４
年
度
塩
竈
道
院
・七
ヶ
浜
支
部
鏡
開
式 

・
開
催
日
時 

２
０
０
４
年
１
月
１１
日
（
日
） 

９
時
よ
り
１２
時
半
、
ま
で 

・
会
場 

塩
竈
道
院
専
有
道
場
（塩
竈
市
梅
の
宮
） 

・対
象 

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
（
参
加
は
無
料
） 

・
日
程 

９
時
半
（
開
会
）
、
１０
時
１５
分
（餅
つ
き
）、

１１
時
（新
年
会
）、
１２
時
半
（解
散
） 

※ 

当
日
は
ビ
ー
ル
等
の
お
酒
も
準
備
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

  

今
年
最
後
の
特
別
稽
古 

 

１１
月
３０
日
（日
） 

塩
竈
道
院
専
有
道
場
で
今

年
最
後
の
特
別
稽
古
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
特
別
稽
古
で
は
、
１２
月
２１
日
（
日
）
青

葉
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
合
同
練
習
（
昇
段
試

験
）
で
受
験
す
る
酒
本
幸
広
（
二
段
受
験
）
・
新
井

敬
一
（
初
段
受
験
）
両
拳
士
の
模
擬
試
験
を
中
心

に
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
参
加
者
が
少
々
少
な

い
特

別

稽

古
で
し
た
が
、

中
身
の
濃
い

稽

古

と
な

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
特

別
稽
古
終

了

後

の
懇

親
会
は
、
何

時
も
道
場

の
研
修
室
で

開

催

し
て

お
り
ま
し
た

が
、
今
回

は
塩
竈
の

尾
島
町
の

『
お
好
み

焼
き
の
五

月
』
に
移

し
開
催
し

ま
し
た
。

何
時
も
よ

り
少
な
い

人
数
で
は

あ
り
ま
し

た
が
、
楽

し
い
懇
親

会
で
し
た
。
そ
の
後
も
一
部
の
人
達
で
夜
遅
く
ま

で
懇
談
し
ま
し
た
。 
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幹
部
部
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
渡
辺
博
恵 

塩
竈
道
院 

助
教 

正
拳
士
四
段
・
１
９
９
８
年
５
月

入
門
・
住
所
は
利
府
町
し
ら
か
し

台 本
人
よ
り
投
稿
頂
い
て
い
ま
す
の

で
ご
紹
介
致
し
ま
す
。 

 

早
い
も
の
で
、
も
う
少
し
で
今
年

も
終
わ
り
で
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど
ん

な
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。 

 

少
林
寺
拳
法
は
し
っ
か
り
し
た
自
分
を
つ
く
る

人
づ
く
り
の
道
で
す
。
年
少
拳
士
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
子
さ
ん
の
成
長
が
見
え
ま
し
た
か
。

次
は
ど
ん
な
成
長
を
見
せ
て
く
れ
る
の
か
な
ー
と

ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
、
親
も
子
も
の
び
の
び
と
お
だ

や
か
に
毎
日

を
送
り
た
い

も
の
で
す
。 

 

さ
て
、
年
が

明
け
る
と
一

年
で
二
つ
あ

る
大
き
な
行

事
の
一
つ
の

『
鏡
開
式
』
そ

し
て
『
発
表

会
』
で
す
。
こ

の
二
つ
は
、
ご

父
兄
の
協
力

な
し
で
は
開

催

不

可

能

な
行
事
で
す
。

人
づ
く
り
の

道
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
意
味

で
も
『
鏡
開

式
』
に
は
是

非
、
お
母
さ

ん
方
の
ご
協

力
を
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

 

拳
士
紹
介
コ
ー
ナ
ー 

 

◎
阿
部
光
博 

拳
士 

１
９
９
９
年
５
月
塩
竈
道
院
に
入

門
・
住
所
は
塩
竈
市
松
陽
台
・
資
格

は
少
拳
士
二
段
・豪
快
な
突
き
と
蹴

り
で
迫
力
が
あ
り
ま
す
。
阿
部
光
拳

士
と
阿
部
優
希
拳
士
の
お
父
さ
ん

で
す
。
将
来
は
親
子
の
三
人
掛
け
の

演
武
が
出
来
ま
す
ね
。 

◎
鈴
木
裕
陽
（ゆ
う
き
） 

拳
士 

２
０
０
３
年
１２
月
に
塩
竈
道
院
に

入
門
・
住
所
は
利
府
町
森
郷
・
習
い

ご
と
の
関
係
で
稽
古
の
中
心
が
土
曜

日
で
す
。
と
っ
て
も
突
き
蹴
り
が
う
ま
い
拳
士
で

す
。
鏡
開
式
で
演
武
を
お
願
い
し
ま
す
。
お
楽
し

み
に
。 

◎
坂
口
蓮
（れ
ん
） 

拳
士 

１
９
９
９
年
８
月
塩
竈
道
院
に
入

門
・
住
所
は
塩
竈
市
清
水
沢
・
資
格

は
４
級
・
塩
竈
市
立
月
見
小
学
校
の

５
年
生
・
坂
口
華
奈
拳
士
の
お
兄
ち

ゃ
ん
で
す
。
も
う
直
ぐ
茶
帯
か
な
。 

◎
万
城
目
（ま
ん
じ
ょ
う
め
）雅
也 

拳
士 

２
０
０
１
年
９
月
に
塩
竈
道
院

に
入
門
・
住
所
は
塩
竈
市
千
賀

の
台
・資
格
は
４
級
・
塩
竈
市
立

第
二
小
学
校
３
年
生
・
何
で
も

す
ご
く
覚
え
が
良
く
て
ビ
ッ
ク

リ
。
将
来
が
楽
し
み
で
す
ね
。 

◎
赤
間
伸
之
介 

拳
士 

２
０
０
１
年
５
月
に
七
ヶ
浜
支
部
に

入
門
・
住
所
は
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
・

資
格
は
初
段
・七
ヶ
浜
町
立
七
ヶ
浜

中
学
校
１
年
生
。
中
学
校
の
ク
ラ

ブ
活
動
は
剣
道
部
で
す
が
、
忙
し
い

中
、
月
に
１
回
程
度
は
稽
古
に
来
て
く
れ
ま
す
。

中
学
校
に
上
が
っ
て
す
ご
く
立
派
に
な
り
ま
し
た

よ
。
写
真
が
ち
ょ
う
と
古
く
て
す
み
ま
せ
ん
。 

◎
高
橋
正
和 

拳
士 

２
０
０
１
年
９
月
に
七
ヶ
浜
支
部
に

入
門
・
住
所
は
七
ヶ
浜
町
境
山
・
資

格
は
７
級
・
七
ヶ
浜
町
立
汐
見
小
学

校
２
年
生
。
と
て
も
元
気
な
拳
士
で

す
。
こ
の
写
真
も
少
し
古
い
か
な
？ 

＜今後の主な予定＞ 

◎ 稽古納め 塩竈→１２月１８日（木） 七ヶ浜→１７日（水）  

◎ 一般拳士忘年会 ２２日（月）午後７時より 養老の瀧（尾島町店） 

◎ ２００４年度 鏡開式＆新年会 ２００４年１月１１日（日）午前９時より 塩竈道院専有道場 

◎ 稽古初め 塩竈→１月１３日（火） 七ヶ浜→１４日（水）  

今年の発表会（年少拳士） 

鏡開での組演武 


